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■９月定例会（通常会議）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

■９月・６月定例会（第1回臨時会議）‥‥３

■一般質問（９人が町政を問う）‥‥‥‥‥‥４

９ 月 定 例 会
９月定例会第１回臨時会議

６月定例会第１回臨時会議

（表紙紹介は18ページ）（表紙紹介は18ページ）

町にデジタルがある
暮らしを届ける
町にデジタルがある
暮らしを届ける

議会だより議会だより
中土佐町中土佐町
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「
令
和
６
年
度
中
土
佐
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て
」
は
、
１
億

２
６
７
３
万
円
を
追
加
し
、

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
７８
億
８
５
２
０
万

円
と
す
る
も
の
。

　

主
な
予
算
は
、
協
力
隊
受

入
業
務
委
託
料
１
０
４
０
万

円
、
公
有
財
産
購
入
費
（
残

土
処
理
場
）
２
４
６
９
万
円
、

上
ノ
加
江
川
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫

工
事
費

２
７
０
０
万
円
な
ど
。

　

質
疑
で
は
、
２
人
の
議
員

が
計
上
さ
れ
た
予
算
に
対
し

執
行
部
に
説
明
を
求
め
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
追
加
提
出
さ
れ
た

「
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い

て
」
は
、
２
６
８
５
万
円
を

追
加
し
、
一
般
会
計
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
７９
億
１

２
０
５
万
円
と
す
る
も
の
。

　

質
疑
で
は
、
１
人
の
議
員

が
計
上
さ
れ
た
予
算
に
対
し
、

執
行
部
に
説
明
を
求
め
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。

　

令
和
５
年
度
各
会
計
歳
入

歳
出
決
算
と
令
和
５
年
度
簡

易
水
道
事
業
会
計
決
算
は
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
。

　

両
会
計
決
算
と
も
同
委
員

会
で
審
査
が
行
わ
れ
、
令
和
５

年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算

を
「
認
定
す
べ
き
も
の
」、
令

和
５
年
度
簡
易
水
道
事
業
会

計
決
算
を
「
可
決
及
び
認
定
す

べ
き
も
の
」
と
決
定
し
た
旨
の

委
員
長
報
告
が
あ
っ
た
。
採
決

の
結
果
、
委
員
長
の
報
告
の
と

お
り
全
会
一
致
で
「
認
定
」、「
可

決
及
び
認
定
」
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
公
共
施

設
移
転
等
事
業
の
財
源
と
し

た
起
債
の
元
金
償
還
開
始
に

伴
う
公
債
費
の
増
加
な
ど
か

ら
、
歳
出
は
前
年
度
７０
億
円

か
ら
２
億
円
の
小
幅
な
増
と

な
り
、
歳
出
総
額
は
７２
億
円

と
な
っ
た
。

令
和
６
年
　
中
土
佐
町
議
会

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

議案
審議

　

令
和
６
年
９
月
定
例
会
が
５
日
に
開
会
し
、
町
長
の
行
政

報
告
、
議
案
の
提
案
理
由
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１０

日
と
１１

日
は
一
般
質
問
（
Ｐ
４
か
ら
関
連
記
事
）
が
行
わ

れ
、
９
人
の
議
員
が
町
の
課
題
を
執
行
部
に
問
い
ま
し
た
。
１３

日
に
は
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
町
長
提
出
の
議
案
１５

件
を

可
決
、
令
和
５
年
度
決
算
２
件
に
つ
い
て
認
定
、
可
決
及
び
認

定
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
の
会
期
は
、
９
月
５
日
か
ら
１１

月
３０

日
ま
で

の
８７

日
間
で
す
。

歳出72億円 歳入76億円

町　税
５億2000万円

地方交付税
33億8000万円

総務費
14億2000万円

民生費
14億3000万円

衛生費
４億4000万円

土木費
５億9000万円

商工費
9000万円

国庫支出金
６億5000万円

繰入金
８億1000万円

県支出金
４億5000万円

町債
９億2000万円

その他
５億1000万円

繰越金
３億6000万円

農林水産業費
４億円

消防費
５億2000万円

教育費
７億3000万円

災害復旧費
２億1000万円

公債費
13億円

議会費
7000万円

一般会計決算の内訳一般会計決算の内訳

各会計決算の状況　（単位：百万円）

会　　　計　　　名 歳入 歳出

一般会計 7643 7196

国民健康保険特別会計 981 981

農業集落排水事業特別会計 46 40

介護保険特別会計 1227 1227

後期高齢者医療特別会計 138 134

簡易水道事業貸借対照表　（単位：百万円）

（資産の部）
固定資産 1800
流動資産 　172

資産合計 1972

（負債の部）
固定負債 　803
流動負債 　　54
繰延収益 　416
　　　　　　　 1273

（資本の部）
資本金 　680
余剰金 　　19
　　　　　　　 　699

負債資本合計 1972

令
和
令
和
55
年
度
決
算
を
認
定

年
度
決
算
を
認
定  

可
決
及
び
認
定

可
決
及
び
認
定

歳
出
の
総
額
は
、

歳
出
の
総
額
は
、
前
年
度
比
２
億
円
の
小
幅
増

前
年
度
比
２
億
円
の
小
幅
増

決
算
の
認
定

一
般
会
計
補
正
予
算
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工
事
未
払
い
費
を

補
正

　

「
令
和
６
年
度
中
土
佐
町

簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
」

は
、
事
業
収
益
を
３４
万
円
増

額
に
よ
る
１
億
３
６
４
９
万

円
、
事
業
費
用
を
４７
万
円
増

額
に
よ
る
１
億
３
６
７
３
万

円
、
資
本
的
支
出
（
建
設
改

良
費
）
を
１
６
１
万
円
増
額

に
よ
る
１
億
８
７
５
４
万
円

と
す
る
も
の
。
こ
の
う
ち
建

設
改
良
費
は
、
水
道
工
事
費

の
支
払
い
を
怠
っ
た
こ
と
に

伴
う
措
置
で
、
請
負
業
者
が

担
当
課
に
相
談
し
た
こ
と
か

ら
判
明
し
た
も
の
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

　

「
令
和
６
年
度
中
土
佐
町

簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
」

は
、
事
業
収
益
を
２
万
円
増

額
に
よ
る
１
億
３
６
５
１
万

円
、
事
業
費
用
を
５
万
円
増

額
に
よ
る
１
億
３
６
７
８
万

円
、
資
本
的
支
出
（
建
設
改

良
費
）
を
１
１
２
万
円
増
額

に
よ
る
１
億
８
８
６
６
万
円

と
す
る
も
の
。
こ
の
う
ち
建

設
改
良
費
は
、
水
道
工
事
費

の
支
払
い
を
怠
っ
た
こ
と
に

伴
う
措
置
で
、
９
月
定
例
会

（
通
常
会
議
）
以
降
に
請
負

業
者
の
指
摘
を
受
け
て
新
た

に
判
明
し
た
も
の
。

　

質
疑
で
は
、
４
人
の
議
員

が
問
題
が
発
生
し
た
原
因
や

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
あ
り
方
、

今
後
の
再
発
防
止
策
な
ど
執

行
部
に
説
明
を
求
め
た
。

　

執
行
部
は
、「
チ
ェ
ッ
ク
体

制
に
不
備
が
あ
っ
た
。
今
後

は
、
複
数
で
進し

ん

捗
ち
ょ
く

管
理
を

行
う
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

改
善
し
、
再
発
防
止
を
図
る
」

と
し
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。

施
設
入
所
者
に

商
品
券
を
給
付

　

「
令
和
６
年
度
中
土
佐
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
に
つ
い
て
」
は
、
９
０

４
万
円
を
追
加
し
、
一
般
会

計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
７９
億
２
１
０
９
万
円
と
す

る
も
の
。

　

主
な
補
正
は
、
物
価
高
騰

対
策
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
費
７
６
６
万
円
、
施
設

入
所
者
商
品
券
給
付
事
業
費

１
３
９
万
円
で
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
は
、
１０
月
末
ま
で
を
利
用

期
間
と
し
て
実
施
し
て
い
る

が
、
施
設
入
所
者
は
対
象
外

と
し
て
い
た
。
先
に
行
わ
れ

た
９
月
定
例
会
（
通
常
会

議
）
で
は
、
こ
の
問
題
を
一

般
質
問
で
２
人
の
議
員
が
取

り
上
げ
た
。
新
た
に
実
施
す

る
本
事
業
で
は
、
対
象
外
と

な
っ
て
い
た
施
設
入
所
者
を

含
め
た
全
町
民
が
対
象
と
な

る
。
施
設
入
所
者
商
品
券
給

付
事
業
は
、
先
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
で
対
象
外

と
な
っ
て
い
た
入
所
者
に
電

子
商
品
券
５
千
円
分
か
、
紙

の
商
品
券
３
千
円
を
給
付
す

る
も
の
で
す
。

　

質
疑
で
は
、１
人
の
議
員
が

以
前
の
指
摘
も
踏
ま
え
、事
業

の
実
施
に
至
っ
た
経
緯
な
ど

執
行
部
に
説
明
を
求
め
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。

　

「
令
和
６
年
度
中
土
佐
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て
」
は
、
３
５

３
５
万
円
を
追
加
し
、
一
般

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
７７
億
５
８
４
７
万
円
と

す
る
も
の
。

　

主
な
補
正
は
、
低
所
得
世

帯
支
援
給
付
金
１
９
０
０
万

円
、
定
額
減
税
補
足
給
付
金

１
６
３
５
万
円
で
す
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

６
月
定
例
会

第
１
回
臨
時
会
議

議
案
審
議

一
般
会
計
補
正
予
算

　

１０

月
３
日
、
令
和
６
年
９
月
定
例
会
第
１
回
臨
時
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
提
出
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議

案
２
件
を
可
決
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

チェック体制を改善しチェック体制を改善し

再発防止を図る再発防止を図る

新たに工事費の未払い新たに工事費の未払い

令
和
６
年
　
中
土
佐
町
議
会
９
月
定
例
会

第
１
回
臨
時
会
議

第
１
回
臨
時
会
議
議案
審議

　

８
月
８
日
、
令
和
６
年
６

月
定
例
会
第
１
回
臨
時
会
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
提

出
の
一
般
会
計
補
正
予
算
議

案
１
件
を
可
決
し
、
散
会
し

ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

簡
易
水
道
会
計

補
正
予
算　
　

簡
易
水
道
会
計

補
正
予
算　
　

簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算
は
、
９
月
定
例
会
で
未
払
い
費

の
補
正
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
に
新
た
な
未
払
い
費
が
判

明
し
た
た
め
、
臨
時
会
議
に
付
し
た
。



９月10日と11日の２日間、一般質問が行わ

れ、９人の議員が福祉、防災対策、産業や観

光など、町の諸問題を取り上げました。
福永　守恭 ･････Ｐ12
■テナガエビ養殖事業は継続か断念か

■ジャンボタニシの被害対策は

濵田　和昭 ･････Ｐ11
■工事の最終責任者は池田町長か

■耕作放棄地が害獣の寝床や通り道に

窪田　和教 ･････Ｐ10
■プレミアム付商品券事業

■天満宮キャンプ場のヨシ除去を

金子　裕之 ･････Ｐ９
■介護事業の継続は可能か

■高齢者のサポートにデジタルを

高橋　雄造 ･････Ｐ８
■消防団員の充足と処遇改善を

■学校での個人情報の漏えいは

山本　建生 ･････Ｐ７
■道の駅は指定管理料がいらない経営を目指せ

中野　大地 ･････Ｐ５
■母子健康手帳アプリの導入を

■喫煙所の設置場所の考えは

下元　道夫 ･････Ｐ６
■南海トラフ地震に対する取り組みは

■笹場川の改修計画は

佐竹　敏彦 ･････Ｐ13
■大規模災害では自衛隊との連携が必要だ

■山・川を一体に管理する組織づくりを

※一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたっ

て、町長などに対し疑問点をただし、所信の表

明を求めるものです。

※掲載する「一般質問」は、議員の責任で質問・答

弁を750字以内にまとめたものです。

９人の議員が一般質問９人の議員が一般質問

一 
般 
質 
問

一 
般 
質 
問

〜
町
政
を
問
う
〜

〜
町
政
を
問
う
〜

各議員のページにあるＱＲコードで、その議員のインターネット中継をご覧いただけます。ご覧になら
れる場合は、データ通信料の契約が定額制（使い放題）でない場合、高額請求される場合がありますの
でご注意ください。
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問

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て

い
く
中
で
、
子
育
て
支
援
と

し
て
、
母
子
健
康
手
帳
ア
プ

リ
を
導
入
で
き
な
い
か
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

令
和
８

年
度
か
ら
、
こ
ど
も
家
庭
庁

が
全
国
的
な
普
及
を
推
進
、

展
開
し
て
い
く
。
本
町
で
も

導
入
に
向
け
て
、
準
備
を
進

め
て
い
く
。

問

公
園
な
ど
の
子
ど
も
の
遊

び
場
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

多
田
教
育
次
長

来
年
度
に
向

け
て
、
町
民
ふ
れ
あ
い
広
場

の
ト
イ
レ
の
改
修
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
部
分
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
ー
ル
を
設
置
す
る
な
ど
の

再
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

休
日
の

子
ど
も
の
居
場
所
を
提
供
す

る
事
業
と
し
て
、
１０
月
か
ら

１２
月
ま
で
の
３
カ
月
間
限
定

で
親
子
の
広
場
を
開
設
す

る
。
場
所
は
久
礼
栄
町
の
い

ち
か
わ
文
具
店
跡
だ
。

問

病
児
・
病
後
児
保
育
の
実
施

は
可
能
か
。

岡
村
教
育
長

需
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
重
々
分
か
っ
て

い
る
が
、
本
町
で
の
実
施
は

厳
し
い
。

問

久
礼
中
学
校
正
門
近
く
の

通
学
路
脇
に
喫
煙
所
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
設
置
し
た
の
か
。

平
田
総
務
課
長

こ
れ
ま
で
役

場
職
員
は
、
庁
舎
外
一
番
下

の
階
の
駐
輪
場
付
近
を
仮
の

喫
煙
所
に
指
定
し
、
久
礼
中

学
校
の
教
職
員
は
、
校
外
で

喫
煙
を
し
て
い
る
状
況
で

あ
っ
た
。
非
喫
煙
者
の
受
動

喫
煙
防
止
の
た
め
設
置
し

た
。

問

子
ど
も
の
目
に
留
ま
る
場

所
へ
の
設
置
は
い
か
が
な
も

の
か
と
思
う
が
、現
状
の
ま
ま

な
の
か
。

岡
村
教
育
長

撤
去
す
る
と
か

変
更
す
る
と
い
う
こ
と
は
考

え
て
な
い
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　
事
業
で
施
設
入
所
者
を

　
対
象
に
し
な
か
っ
た
理

　
由
は

問

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を

障
害
者
支
援
施
設
、
介
護
老

人
福
祉
施
設
及
び
特
定
施
設

入
所
者
を
対
象
に
し
な
か
っ

た
理
由
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

障
害

者
支
援
施
設
や
特
定
施
設
入

所
者
の
方
は
公
費
で
の
利
用

で
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
入

所
者
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
、
１
割
負
担
と

い
う
こ
と
で
、
物
価
高
騰
の

影
響
を
直
接
受
け
て
い
な
い

と
考
え
、
対
象
か
ら
除
い
た
。

喫煙所の設置場所の考えは喫煙所の設置場所の考えは

撤去することは考えてない撤去することは考えてない

準
備
を
進
め
る

準
備
を
進
め
る

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ

の
導
入
を

の
導
入
を

中

野

大

地

中

野

大

地

中野議員の録画映像は
　　　こちらから

久礼中学校正門近くの通学路脇への喫煙所の

設置はいかがなものか

母子健康手帳アプリの導入を

喫煙所↓喫煙所↓

↓↓中学校校舎中学校校舎

通学路通学路
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問

８
月
８
日
に
日
向
灘
で
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
１
の
地

震
が
発
生
し
た
。
住
民
へ
の

周
知
、
避
難
者
人
数
は
。

平
田
総
務
課
長

住
民
へ
の
周

知
は
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
で

行
い
、
２
世
帯
３
人
が
役
場

に
避
難
し
た
。

問

大
規
模
な
地
震
が
町
を

襲
っ
た
場
合
、
旧
中
土
佐
地

区
で
収
容
で
き
な
い
場
合

は
、
大
野
見
に
移
る
と
い
う

考
え
は
変
わ
ら
な
い
か
。

平
田
総
務
課
長

大
野
見
で
収

容
と
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

問

今
年
の
３
月
議
会
で
、住
宅

耐
震
化
補
助
金
の
増
額
の
必

要
性
の
執
行
部
答
弁
を
得
た

が
町
長
の
考
え
は
。

池
田
町
長

本
町
の
耐
震
工
事

は
、
ほ
ぼ
補
助
金
内
で
収

ま
っ
て
い
る
。
高
齢
者
世
帯

も
増
え
た
。
独
居
の
方
も
い

る
。
負
担
な
し
で
安
心
し
て

住
め
る
耐
震
工
事
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

問

４
月
12
日
、
笹
場
川
の
改

修
に
つ
い
て
町
よ
り
説
明
が

行
わ
れ
た
。
２
度
の
越
流
で

大
変
な
被
害
を
受
け
た
住
民

は
、「
早
く
工
事
に
か
か
る
よ

う
に
」
と
の
た
く
さ
ん
の
声

を
聞
く
。
今
後
の
考
え
は
。

小
松
建
設
課
長

財
源
確
保
の

た
め
国
に
申
請
し
、
決
定
通

知
を
頂
い
た
。
現
在
、
護
岸

な
ど
の
詳
細
設
計
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
期
間
は
、
令
和

７
年
３
月
２４
日
ま
で
だ
。

問

し
か
る
べ
き
と
き
に
説
明

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

池
田
町
長

来
年
１
月
の
笹
場

地
区
の
初
会
の
と
き
、
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
職
員
の

　
健
康
管
理
は

問

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
資
料
を
頂
い
た
。
高
ス

ト
レ
ス
数
が
令
和
４
年
19

人
、
５
年
20
人
で
、
驚
い
た
。

職
員
の
や
る
気
と
元
気
づ
く

り
の
た
め
に
何
が
必
要
か
。

副
町
長
に
聞
く
。

竹
﨑
副
町
長

何
か
課
題
が
生

じ
た
時
は
、
す
ぐ
に
上
司
や

同
僚
に
相
談
で
き
る
雰
囲
気

づ
く
り
が
大
切
と
考
え
て
い

る
。
ま
ず
は
、
個
人
面
談
な

ど
の
機
会
を
通
じ
て
、
情
報

を
収
集
し
、
課
題
が
見
つ

か
っ
た
際
は
、
早
め
早
め
に

対
処
し
、
職
員
を
支
え
て
い

き
た
い
。

南海トラフ地震に対する南海トラフ地震に対する

取り組みは取り組みは

まだまだ耐震補強が必要だまだまだ耐震補強が必要だ

笹場川の２度の越流により人家や農地に大きな被害を

もたらした

海と共に暮らしてきた久礼の町、南海トラフ地震の津波は、双名島

の鬼も防げない

下

元

道

夫

下

元

道

夫

下元議員の録画映像は
　　　こちらから

来
年
一
月
の
初
会
に
は
途
中

来
年
一
月
の
初
会
に
は
途
中

経
過
を
説
明
し
た
い

経
過
を
説
明
し
た
い

笹
場
川
の
改
修
計
画
は

笹
場
川
の
改
修
計
画
は
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問

昨
年
度
の
道
の
駅
の
収
支

は
、
テ
ナ
ン
ト
の
売
り
上
げ

の
５
％
の
管
理
収
入
と
町
の

指
定
管
理
料
を
合
わ
せ
約
２

０
０
０
万
円
の
収
入
が
あ

る
。
そ
れ
で
純
利
益
が
１
５

３
万
円
だ
。
こ
れ
で
道
の
駅

の
経
営
が
黒
字
に
な
る
見
通

し
を
持
っ
て
い
る
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

施
設

管
理
の
諸
費
、
光
熱
費
、
人

件
費
な
ど
の
必
要
経
費
が
か

か
る
。
当
面
は
町
か
ら
の
指

定
管
理
料
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

問

平
成
29
年
の
開
設
か
ら
令

和
５
年
ま
で
に
、
町
か
ら
の

指
定
管
理
料
が
６
４
７
１
万

円
、
テ
ナ
ン
ト
料
収
入
が
４

２
４
１
万
円
で
合
計
１
億
７

１
２
万
円
が
入
っ
て
い
る
。

町
は
指
定
管
理
料
が
不
要
に

な
る
運
営
を
想
定
し
て
い
な

く
て
問
題
は
な
い
と
考
え
る

か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

令
和

４
年
と
５
年
は
一
定
の
剰
余

金
を
生
ん
で
い
る
が
、
町
か

ら
の
指
定
管
理
料
の
見
直
し

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問

議
会
が
視
察
し
た
道
の
駅

で
は
町
か
ら
の
補
助
金
を
全

く
受
け
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。
道
の
駅
を
作
っ
て
一

定
期
間
援
助
を
す
る
こ
と
は

分
か
る
が
、
７
年
間
や
っ
て

き
て
１
億
円
以
上
の
金
が
つ

ぎ
込
ま
れ
て
い
る
。
テ
ナ
ン

ト
は
自
立
し
た
経
営
に
な
っ

て
い
る
。
売
り
上
げ
を
伸
ば

す
だ
け
で
問
題
が
解
消
さ
れ

る
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

売
り

上
げ
を
伸
ば
す
こ
と
が
第
一

だ
と
は
思
う
。
い
つ
、
ど
う
見

直
す
か
は
現
段
階
で
は
答
え

ら
れ
な
い
。

問

道
の
駅
が
役
場
に
来
て
農

産
物
の
販
売
を
し
て
い
る
。

久
礼
は
一
番
人
口
が
多
い
と

こ
ろ
だ
。
須
崎
か
ら
も
ス
ー

パ
ー
が
来
て
食
料
や
農
産
物

の
移
動
販
売
を
し
て
い
る
。

道
の
駅
が
移
動
販
売
を
や
る

考
え
は
な
い
か
。

池
田
町
長

町
に
は
、
野
菜
を

売
っ
て
い
る
民
間
の
業
者
が

い
る
。
町
が
町
内
を
売
り
回

る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と

思
う
。
道
の
駅
は
行
き
止
ま

り
で
立
地
条
件
は
極
め
て
悪

い
。
野
菜
が
ど
ん
ど
ん
売
れ

る
の
で
あ
れ
ば
住
民
の
皆
さ

ん
も
も
っ
と
出
品
し
て
く
れ

る
は
ず
だ
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

意
見

は
道
の
駅
に
伝
え
る
。

問

町
が
ず
っ
と
お
金
を
つ
ぎ

込
む
経
営
の
在
り
方
か
ら
、

そ
う
し
な
く
て
よ
い
よ
う
に

改
善
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

竹
﨑
副
町
長

見
直
し
を
行
い

な
が
ら
進
め
る
べ
き
だ
。

指
定
管
理
料
は
必
要
だ

指
定
管
理
料
は
必
要
だ

道
の
駅
は
指
定
管
理
料
が

道
の
駅
は
指
定
管
理
料
が

い
ら
な
い
経
営
を
目
指
せ

い
ら
な
い
経
営
を
目
指
せ

山

本

建

生

山

本

建

生

山本議員の録画映像は
　　　こちらから

道の駅なかとさの駐車場（撮影は平日の午前）

そ
の
他
の
質
問

▼ 

美
術
館

㈱SEAプロジェクトの指定管理料及びテナント料の年度別収入実績　　　　　　　　　単位：円

H29 H30 H31（R1） R2 R3 R4 R5 合計

指定管理料（町） 10,000,000 9,259,259 9,090,908 9,090,908 9,090,908 9,090,904 9,090,904 ①　64,713,791

テナント料（４店舗） 5,641,849 5,313,898 4,288,683 3,646,951 4,631,215 8,819,827 10,067,662 ②　42,410,085

計 15,641,849 14,573,157 13,379,591 12,737,859 13,722,123 17,910,731 19,158,566 ①+②　107,123,876

※テナント料はＲ4年度より３％から５％へ引き上げ
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問

本
町
の
消
防
団
は
多
く
の

活
動
を
し
て
お
り
、
町
民
の

生
命
を
守
る
た
め
の
必
要
不

可
欠
な
組
織
だ
。
今
後
も
さ

ら
に
充
実
が
求
め
ら
れ
る

が
、
団
員
の
定
員
と
充
足
率

は
。

平
田
総
務
課
長

定
員
１
８
５

人
に
対
し
、
現
在
１
３
１
人

で
、
充
足
率
は
約
７
割
と

な
っ
て
い
る
。

問

団
員
の
確
保
に
は
時
代
背

景
や
若
者
の
意
識
変
化
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
消
防

団
を
や
り
が
い
と
満
足
感
を

得
ら
れ
、
魅
力
あ
る
組
織
に

す
る
た
め
の
対
策
の
一
案
と

し
て
報
酬
額
の
ア
ッ
プ
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

平
田
総
務
課
長

令
和
３
年
度

で
報
酬
の
改
善
を
し
て
お

り
、
本
町
消
防
団
の
報
酬
は
、

県
内
で
も
比
較
的
高
い
水
準

と
な
っ
て
い
る
。
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
も
あ
り
提
案
は
で
き

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問

学
校
に
お
い
て
教
職
員
に

対
し
個
人
情
報
な
ど
の
研
修

は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

岡
村
教
育
長

日
頃
か
ら
、
校

長
会
で
取
り
扱
い
の
注
意
喚

起
と
徹
底
を
図
る
よ

う
お
願
い
し
て
い

る
。
今
年
も
学
校
内

で
の
研
修
、
職
員
会

で
も
話
し
合
い
を
数

回
し
て
い
る
。

問

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

い
、
心
身
の
状
態
な

ど
を
生
徒
に
回
答
さ

せ
て
、
い
じ
め
や
不

登
校
を
防
ご
う
と
す

る
試
み
も
あ
る
と
聞

く
が
、
本
町
で
の
対

応
は
。

岡
村
教
育
長

教
師
と

生
徒
が
対
面
で
変
化

に
気
づ
く
感
性
を
育
て
る
こ

と
も
大
事
と
考
え
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
機
能
も
入
れ

つ
つ
、
教
師
の
感
性
を
磨
く

研
修
も
行
い
両
面
の
対
応
を

考
え
て
い
る
。

　
島
ノ
川
渓
谷
の
美
化

問

島
ノ
川
渓
谷
の
道
路
面
が

傷
ん
で
い
る
箇
所
が
散
見
さ

れ
る
。
今
後
の
舗
装
の
予
定

や
計
画
は
。

小
松
建
設
課
長

路
面
損
傷
箇

所
は
随
時
部
分
補
修
を
行
っ

て
い
る
。
大
規
模
な
森
林
整

備
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り

木
材
搬
出
終
了
の
時
期
を
見

越
し
て
抜
本
的
な
対
策
を
検

討
し
て
い
る
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

四
万
十

森
林
管
理
署
が
所
管
す
る
未

舗
装
部
分
は
、
今
後
延
伸
の

計
画
が
あ
る
と
確
認
し
て
い

る
。

高

橋

雄

造

高

橋

雄

造

高橋議員の録画映像は
　　　こちらから

消防団員の充足と処遇改善を消防団員の充足と処遇改善を

報酬は県内でも比較的高い報酬は県内でも比較的高い

本
町
で
は
報
告
は
な
い

本
町
で
は
報
告
は
な
い

学
校
で
の
個
人
情
報
の

学
校
で
の
個
人
情
報
の

漏
え
い
は

漏
え
い
は

島ノ川渓谷で開催されているイベント

（資料提供：島ノ川渓谷等緑化推進委員会）

総務省消防庁による消防団員募集ポスター

タブレットを使っての授業風景（久礼中学校）
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問

介
護
事
業
を
継
続
す
る
た

め
に
、
来
年
度
よ
り
補
助
率

を
上
げ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

補
助
率
を
上
げ
る
だ
け
で
介

護
事
業
の
継
続
は
可
能
か
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

介
護
事

業
を
行
う
事
業
所
に
対
し
て

の
補
助
率
を
上
げ
る
こ
と
は

で
き
て
も
赤
字
を
補ほ

填て
ん

す
る

こ
と
は
厳
し
い
。

問

ヘ
ル
パ
ー
不
足
に
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

ヘ
ル
パ

ー
資
格
を
取
る
た
め
の
助
成

制
度
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
用
な
ど
幅
広
く
検
討
し

て
い
く
。

問

老
後
を
在
宅
で
生
活
す
る

た
め
の
支
援
は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

買
い
物

や
配
食
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
の

で
民
間
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス

を
把
握
し
、
新
た
な
開
発
や

展
開
を
図
っ
て
い
く
。

問

久
礼
の
ス
ー
パ
ー
が
閉
店

し
て
住
民
か
ら
買
い
物
な
ど

が
不
便
と
の
声
も
あ
り
、
旧

消
防
跡
地
の
活
用
策
と
し
て

直
販
所
の
整
備
も
模
索
し
て

い
た
と
思
う
。
今
回
の
旧
消

防
跡
地
に
関
す
る
予
算
の
目

的
は
。

平
田
総
務
課
長

予
算
は
、
用

地
の
鑑
定
評
価
委
託
料
な
ど

だ
。
公
開
公
募
に
よ
る
土
地

の
売
り
払
い
の
入
札
を
今
年

度
中
に
行
い
た
い
。

問

中
土
佐
町
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト

は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

高
齢
者

の
健
康
ア
プ
リ
な
ど
の
利
用

率
が
低
い
。利
用
し
や
す
い
シ

ス
テ
ム
の
改
良
が
必
要
だ
。中

土
佐
版
ア
プ
リ
の
開
発
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

池
田
町
長

デ
ジ
タ
ル
を
有
効

活
用
し
な
い
手
は
な
い
と
感

じ
て
い
る
。
皆
様
の
老
後
を

支
え
て
い
く
社
会
を
築
い
て

い
く
。 高齢者のサポートに高齢者のサポートに

デジタルをデジタルを

中土佐版アプリ開発を推進中土佐版アプリ開発を推進

赤
字
補
填
は
厳
し
い

赤
字
補
填
は
厳
し
い

介
護
事
業
の
継
続
は

介
護
事
業
の
継
続
は

可
能
か

可
能
か

金

子

裕

之

金

子

裕

之

金子議員の録画映像は
　　　こちらから

土地の売り払いを計画している旧消防跡地（久礼地区）

訪問介護を支えている社協スタッフの皆さん
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問

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
で
は
、
購
入
対
象
者
か
ら

施
設
（
障
害
者
・
特
養
な
ど
）

入
所
者
を
除
く
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
障
害
者
、
要
介

護
者
へ
の
差
別
だ
と
考
え
る

が
、
町
の
事
業
で
差
別
が

あ
っ
て
い
い
の
か
。

　
今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

現
実

的
に
施
設
入
所
者
の
購
入
は

難
し
い
と
判
断
し
た
。
夫
婦

間
の
共
同
な
ど
加
味
し
、
検

討
す
る
部
分
は
あ
っ
た
。

問

４
月
12
日
付
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
「
施
設
入
所

者
を
除
く
」
の
文
言
は
な

い
。
回
覧
で
全
町
に
回
し

た
チ
ラ
シ
に
も
入
所
者
を

除
く
こ
と
は
入
っ
て
い
な

い
。
自
分
も
商
品
券
を
買

え
る
と
思
っ
て
い
た
人
た

ち
に
対
し
、
町
は
約
束
を

破
っ
た
こ
と
に
な
る
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
記
載
ミ
ス

が
重
な
っ
た
。

問

事
業
予
算
を
議
会
に
提
出

し
た
と
き
、
課
長
は
「
町
民

全
体
の
希
望
す
る
方
に
購
入

し
て
い
た
だ
く
」
と
答
え
て

い
る
。
施
設
入
所
者
を
除
く

こ
と
を
議
会
に
説
明
せ
ず
に

予
算
を
通
し
て
い
る
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

説
明

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
落

ち
度
で
、
議
会
軽
視
と
取
ら

れ
る
こ
と
は
本
意
で
は
な
い

が
結
果
的
に
そ
う
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

問

除
く
と
し
た
施
設
は
社

会
的
弱
者
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
い
え
る
場
所
だ
。
事
業

か
ら
排
除
し
た
皆
さ
ん
に

商
品
券
購
入
の
意
思
を
確

認
し
、
使
用
期
限
を
延
ば

す
措
置
を
と
る
べ
き
だ
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

こ
の

事
業
の
延
長
は
検
討
し
て
い

な
い
。
施
設
入
所
の
方
で
も

商
品
券
の
購
入
で
き
る
有
効

な
手
だ
て
は
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
天
満
宮
前
キ
ャ
ン
プ
場

　
の
河
原
の
ヨ
シ
除
去
を

問

天
満
宮
前
キ
ャ
ン
プ
場
の

河
原
の
ヨ
シ
が
繁
茂
し
て
、

河
原
に
は
テ
ン
ト
が
張
れ
な

い
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
大
野
見
の
大

事
な
観
光
資
源
が
失
わ
れ

る
。
川
の
環
境
を
元
に
戻
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

で
き

う
る
対
応
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
き
た
い
。

窪

田

和

教

窪

田

和

教

窪田議員の録画映像は
　　　こちらから

プレミアム付商品券事業プレミアム付商品券事業

施設入所者を除くのは差別では施設入所者を除くのは差別では

入所者が購入できる手だてを検討する入所者が購入できる手だてを検討する

夏の間は多くの人が川遊びに訪れる（大野見奈路） ヨシが繁茂してテントの屋根しか見えない（大野見奈路）

電子商品券に使える

ジモッペイ
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問

各
課
発
注
の
工
事
は
大

小
関
係
な
く
最
終
責
任
者

は
池
田
町
長
か
。
ま
た
、

現
場
管
理
は
請
負
業
者
が

す
る
が
、
請
負
業
者
の
管

理
は
。

池
田
町
長

私
が
最
終
責
任
者

で
、
全
て
の
工
事
発
注
者
は

町
だ
が
、
所
管
す
る
事
業
課

が
管
理
監
督
を
行
う
。

問

工
事
現
場
外
の
車
両
管
理

に
目
が
届
い
て
な
い
の
で
は
。

一
時
停
止
や
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
過
ぎ
な
ど
発
注
者
が
予
測

で
き
る
こ
と
に
関
し
て
は
注

意
喚
起
が
必
要
で
は
な
い
か
。

池
田
町
長

ル
ー
ル
に
の
っ

と
っ
た
、
法
厳
守
の
運
行
管

理
を
し
て
い
た
だ
く
指
導
を

し
て
い
る
。
間
違
い
を
起
こ

さ
な
い
指
導
を
す
る
責
任
は

私
に
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
む
。

問

上
ノ
加
江
地
区
で
は
ヘ

リ
ポ
ー
ト
工
事
や
河
川
改

修
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
町
内
の
工
事
に
対
し

て
今
以
上
の
管
理
を
。

池
田
町
長

事
業
説
明
を
し
っ

か
り
し
、
安
全
管
理
を
徹
底

さ
せ
る
。

小
松
建
設
課
長

車
両
の
通
行

マ
ナ
ー
や
道
路
の
損
傷
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
厳
し
く
指

摘
い
た
だ
き
、
注
意
喚
起
を

し
て
い
く
。

問

鳥
獣
被
害
の
声
を
聞
く

が
、
現
在
の
捕
獲
頭
数
は
。

ま
た
、
被
害
の
多
い
要
因

は
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

７
月
末

時
点
で
イ
ノ
シ
シ
５
８
１
頭
、

シ
カ
７０
頭
、
サ
ル
８
頭
、
中
型

獣
類
５８
頭
で
、イ
ノ
シ
シ
の
捕

獲
頭
数
が
昨
年
に
比
べ
て
大

変
多
い
。梅
雨
時
期
に
激
し
い

雨
が
降
ら
ず
、幼
獣
が
多
く
生

き
延
び
て
い
る
こ
と
が
要
因

と
考
え
ら
れ
る
。

問

最
近
で
は
サ
ル
が
町
中

の

畑

や

庭

先

ま

で

出

没

し
、
家
庭
菜
園
を
荒
ら
し

た
り
し
て
い
る
が
何
か
対

策
は
あ
る
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

サ
ル
は

賢
く
早
急
に
効
果
が
上
が
る

具
体
策
は
現
状
見
当
た
ら
な

い
。
た
だ
今
後
、
資
格
を
必
要

と
し
な
い
電
動
エ
ア
ガ
ン
の

購
入
や
大
型
お
り
の
設
置
に

向
け
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り

組
み
の
協
力
を
お
願
い
で
き

な
い
か
、
考
え
て
い
る
。

問

耕
作
放
棄
地
が
害
獣
の

寝
床
や
通
り
道
に
な
っ
て

お
り
、
鳥
獣
被
害
の
要
因

の
一
つ
と
考
え
る
が
対
策

は
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

耕
作
放

棄
地
が
寝
床
や
餌
場
に
な
っ

て
い
る
。
個
人
の
所
有
地
な

の
で
対
応
が
難
し
い
。
ま
ず
、

元
の
農
地
に
戻
す
、
そ
れ
が

で
き
な
け
れ
ば
保
全
管
理
を

し
て
も
ら
う
な
ど
役
場
か
ら

打
診
は
す
る
が
解
決
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
地
域
か
ら
、

よ
り
一
層
保
全
管
理
の
声
を

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

濵

田

和

昭

濵

田

和

昭

濵田議員の録画映像は
　　　こちらから

民家の屋根に現れた野生のサル

畑を荒らすイノシシ

工事の最終責任者は工事の最終責任者は

池田町長か池田町長か

私が最終責任者だ私が最終責任者だ

個
人
所
有
地
な
の
で
対
応
が

個
人
所
有
地
な
の
で
対
応
が

難
し
い

難
し
い

耕
作
放
棄
地
が
害
獣
の

耕
作
放
棄
地
が
害
獣
の

寝
床
や
通
り
道
に

寝
床
や
通
り
道
に
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問

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
評
価
報
告
」
で

は
、
令
和
５
年
度
の
テ
ナ
ガ

エ
ビ
の
販
売
匹
数
は
４
２
０

０
匹
で
売
り
上
げ
は
26
万
５

千
円
だ
。
事
業
者
に
と
っ
て

は
厳
し
い
状
況
だ
が
、
町
と

し
て
は
今
後
も
こ
の
事
業
を

継
続
す
る
の
か
、
断
念
す
る

の
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

試
験
用

の
水
槽
で
の
飼
育
と
実
際
の

１
０
０
ト
ン
水
槽
で
の
飼
育

で
は
歩
留
ま
り
の
乖か

い

離り

が
み

ら
れ
想
定
生
産
数
を
大
き
く

下
回
る
結
果
と
な
り
、
経
営

的
に
成
り
立
た
な
い
と
判
断

し
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
養
殖
事
業

を
断
念
す
る
方
向
だ
。

問

こ
の
施
設
の
次
の
活
用
方

法
を
考
え
て
い
る
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

ほ
か
の

魚
種
、
品
目
に
は
な
る
が
施

設
を
活
用
し
て
養
殖
の
可
能

性
を
検
討
し
た
い
と
い
う
民

間
事
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
が
数
件
あ
る
。
条
件
が
合

わ
ず
に
事
業
者
の
確
保
が
難

し
い
と
判
断
を
す
れ
ば
施
設

の
解
体
の
検
討
を
は
じ
め

る
。

問

田
植
え
後
の
苗
を
食
べ
る

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
カ
イ
（
通
称

＝
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）
の
本

町
に
お
け
る
発
生
地
区
と
被

害
の
状
況
は
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

久
礼
地

区
で
は
、
川
崎
・
観
音
堂
・
大

新
改
・
鎌
田
・
中
大
坂
な
ど
で

生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

田
植
え
後
の
軟
ら
か
い
状
態

の
苗
を
好
ん
で
食
害
す
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
周
辺
が
穴

あ
き
状
態
な
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。

問

こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
対

策
は
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

水
路
は

侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
の
設
置
な

ど
が
効
果
的
だ
が
、
今
の
と

こ
ろ
完
全
な
対
処
方
法
は
確

立
さ
れ
て
い
な
い
。

テナガエビ養殖事業はテナガエビ養殖事業は

継続か断念か継続か断念か

断念する方向だ断念する方向だ

完
全
な
対
処
方
法
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い

完
全
な
対
処
方
法
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
被
害
対
策
は

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
被
害
対
策
は

福

永

守

恭

福

永

守

恭

テナガエビ事業を行ってきた施設、今後の利活用が求められる

（大野見奈路）

福永議員の録画映像は
　　　こちらから

ジャンボタニシの被害を受けた水田。

右は稲に付いた卵



中土佐町議会だより 中土佐町議会だより No.75（令和６年11月） No.75（令和６年11月） 13

問

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
Ⅹ

デ
ー
も
間
近
だ
。
ダ
メ
ー
ジ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
も
事
前
復

興
計
画
の
前
倒
し
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
を
含
む
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
化
も
必
要
で
は
な
い

か
。

平
田
総
務
課
長

検
討
す
べ
き

課
題
が
広
範
囲
に
あ
り
、
事

業
化
ま
で
相
当
時
間
を
要
す

る
。
高
台
造
成
か
現
居
住
地

の
埋
め
立
て
か
な
ど
町
の
未

来
の
姿
を
慎
重
に
協
議
し
た

い
。

問

地
震
な
ど
大
規
模
災
害
に

お
い
て
は
、現
地
は
か
な
り
混

乱
す
る
。そ
こ
で
大
事
な
の
は

冷
静
な
判
断
が
で
き
る
情
報

の
収
集
で
あ
り
、体
制
づ
く
り

だ
。自
衛
隊
と
の
連
携
が
非
常

に
重
要
だ
が
。

平
田
総
務
課
長

防
災
会
議
に

自
衛
隊
を
招
き
避
難
訓
練
な

ど
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
連
携

を
密
に
し
て
い
る
。
物
資
配

送
訓
練
や
医
療
救
護
運
営
訓

練
な
ど
役
場
、
消
防
団
が
主

に
な
る
が
訓
練
を
計
画
し
て

い
き
た
い
。

問

山
内
の
ダ
ム
は
砂
利
が
堆

積
し
、
地
元
か
ら
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

の
要

望
が
あ
る
。
抜
本
的
に
は
、

山
の
管
理
と
川
の
管
理
が
一

体
と
な
っ
て
山
の
姿
を
取
り

戻
す
必
要
が
あ
る
、
組
織
づ

く
り
が
で
き
な
い
か
。

小
松
建
設
課
長

県
管
理
の
河

川
は
地
元
要
望
も
あ
り
今
年

度
浚
渫
予
定
で
、町
管
理
の
山

内
谷
川
も
補
正
予
算
を
計
上

し
て
い
る
。四
万
十
森
林
管
理

署
と
互
い
に
情
報
共
有
し
な

が
ら
河
川
管
理
や
災
害
対
策

な
ど
連
携
を
し
て
い
く
。

山・川を一体に管理する組織づくりを山・川を一体に管理する組織づくりを

河川や森林の管理者と連携して協議していく河川や森林の管理者と連携して協議していく

避
難
訓
練
な
ど
で
連
携
を

避
難
訓
練
な
ど
で
連
携
を

密
に
し
て
い
る

密
に
し
て
い
る

大
規
模
災
害
で
は
自
衛

大
規
模
災
害
で
は
自
衛

隊
と
の
連
携
が
重
要
だ

隊
と
の
連
携
が
重
要
だ

佐

竹

敏

彦

佐

竹

敏

彦

佐竹議員の録画映像は
　　　こちらから

そ
の
他
の
質
問

▼ 

少
子
化
対
策

▼ 

町
立
共
同
納
骨
堂
の
管
理

▼ 

鰹
乃
國
と
し
て
の
学
術

都
市
化

▼ 

久
礼
城
址
の
文
化
財
化

へ
の
取
り
組
み

大川村での自衛隊との合同土のう訓練の様子（写真提供：第50普通科連隊）

山内ダムの砂利堆積状況

（桜の名所通称＝ハワイ島に迫る土砂。上ノ加江山内）
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こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
新
し

く
着
任
し
た
セ
ン
タ
ー
長
、

健
康
福
祉
課
長
か
ら
説
明
を

受
け
た
。
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
は
ぐ
」
の
利
用
者
は

期
間
限
定
の
休
日
開
所
や
イ

ベ
ン
ト
に
よ
り
増
加
し
て
い

る
。
機
能
強
化
面
で
は
母
子

部
門
、
適
応
指
導
教
室
、
児

童
虐
待
を
一
緒
に
運
営
し
て

い
る
が
、
国
が
進
め
る
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
。
保
健
師

を
一
人
増
や
し
、
全
て
の
支

援
プ
ラ
ン
に
対
応
で
き
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
来
年
度
の
国
の
認
定
を

目
指
す
。

　

ま
た
、
臨
床
心
理
士
の
確

保
の
要
望
も
あ
っ
た
。
委
員

か
ら
は
専
門
職
の
統
率
を

し
っ
か
り
し
、
各
課
に
指

示
が
で
き
る
組
織
づ
く
り

を
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
は
誰

で
も
が
気
軽
に
行
け
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
、
子
ど
も
に
関

す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
に

し
て
も
ら
い
た
い
と
意
見
が

あ
っ
た
。

　

久
礼
小
学
校
長
寿
命
化
改

修
工
事
の
現
地
調
査
で
は
、

木
質
化
に
よ
り
、
校
舎
内
は

木
の
温
も
り
を
感
じ
ら
れ

る
、
明
る
い
教
室
と
な
っ
て

い
る
。
残
り
の
工
事
も
安
全

で
早
急
な
完
成
を
目
指
し
て

も
ら
い
た
い
。

　

県
道
久
礼
須
崎
線
の
大
野

～
ヒ
ソ
間
で
は
、
今
年
４
月

の
豪
雨
に
よ
っ
て
山
側
の
り

面
が
崩
壊
す
る
災
害
が
発
生

し
た
。
復
旧
工
事
を
８
月
末

ま
で
に
完
了
さ
せ
る
予
定
だ
。

本
路
線
は
、
高
幡
東
部
清
掃

組
合
に
通
じ
る
重
要
な
路
線

で
あ
る
。

　

今
後
、
県
が
再
発
防
止
策

を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

震
災
も
考
慮
し
、
１
市
３
町

が
連
携
し
て
県
に
早
急
な
対

策
を
要
望
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
。

　

久
礼
漁
協
の
令
和
５
年
度

の
カ
ツ
オ
の
水
揚
げ
は
、
９

４
６
ト
ン
で
、
過
去
の
推
移

を
み
て
も
好
成
績
と
い
え
る
。

　

組
合
員
は
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
カ
ツ
オ
船
は
３
隻

が
稼
働
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
年

間
２
５
０
日
ほ
ど
出
漁
し
て

い
る
。
乗
組
員
は
不
足
し
て

い
る
が
、
外
国
人
研
修
生
の

受
け
入
れ
な
ど
で
し
の
い
で

い
る
。
将
来
的
な
問
題
の
ひ

と
つ
に
船
頭
の
後
継
者
不
足

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

鰹
乃
國
水
産
の
令
和
５
年

度
の
カ
ツ
オ
商
品
の
売
り
上

げ
は
３
１
１
０
万
円
で
、
目

標
を
達
成
し
て
い
る
。
設
備

の
老
朽
化
な
ど
課
題
も
あ
る

が
、
今
後
も
売
り
上
げ
を
伸

ば
し
て
い
く
よ
う
整
備
し
て

い
く
。
作
業
ス
ペ
ー
ス
や
人

員
確
保
、
販
売
促
進
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
検
討
課
題
は
残
っ

て
い
る
。

　

９
月
定
例
会
の
初
日
、
総
務
教
育
、
産
業
建
設
民
生
の
各

常
任
委
員
長
、
少
子
化
対
策
特
別
委
員
長
か
ら
、
委
員
会
の

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

県道久礼須崎線の災害復旧工事を調査する産業建設

民生常任委員（７月16日高幡東部清掃組合付近）

総
務
教
育
常
任
委
員
会

産業建設民生常任委員会

こども家庭センターこども家庭センター

国の認定を目指す国の認定を目指す

こどもセンターなどを調査こどもセンターなどを調査

カ
ツ
オ
の
水
揚
げ
や
商
品
の
売
上
は
好
調

カ
ツ
オ
の
水
揚
げ
や
商
品
の
売
上
は
好
調

県
道
復
旧
工
事

県
道
復
旧
工
事  

久
礼
漁
協
な
ど
を
調
査

久
礼
漁
協
な
ど
を
調
査

こどもセンターを調査する総務教育常任委員

（８月７日）
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７
月
１１
日
、
第
１０
回
委
員

会
を
開
催
し
た
。
行
政
視
察

研
修
で
訪
れ
た
鳥
取
県
日
吉

津
村
の
子
育
て
支
援
策
と
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ミ
ラ

イ
ト
ひ
え
づ
」
で
の
研
修
内

容
を
総
括
し
、
中
土
佐
町
の

子
育
て
支
援
策
と
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
と
の
比
較
や
取
り
入

れ
た
い
施
策
を
調
査
し
た
。

　

８
月
２３
日
、
第
１１
回
委
員

会
を
開
催
し
た
。
８
月
７
日

に
総
務
教
育
常
任
委
員
会
が

調
査
し
た
「
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
」
の
現
状
と
課
題
を
報

告
し
て
も
ら
い
研
究
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
１９
日
に
開
催

さ
れ
た
高
知
県
若
年
人
口
増

加
検
討
会
の
人
口
動
態
に
関

わ
る
意
識
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
、
各
委
員
の
提
案
な

ど
の
資
料
を
頂
き
、
高
知
県

の
取
り
組
み
を
調
査
、
研
究

し
た
。

本町の子育て支援策を調査する少子化対策特別委員

（８月23日）

少
子
化
対
策
特
別
委
員
会

本
町
と
日
吉
津
村
の
子
育
て
支
援
を
比
較

本
町
と
日
吉
津
村
の
子
育
て
支
援
を
比
較

●令和5年度決算の状況と財政見通し

　現在、公債費がピークを迎えており、公債費負

担が一時的に増加している。減債基金などを計画

的に活用していくことで、今後も健全な水準を維

持できる見通しだ。

●防災対策

　８月８日「南海トラフ地震臨時情報」の発表を

受け、本町では、災害対策本部を設置し、職員の

配備態勢を整え、町内の5カ所に自主避難所を開

設した。８月１５日に「特別な注意の呼びかけ」が

終了したため、本町も配備態勢を解除した。

●第24回ヨーロッパ青少年消防オリンピック

　７月１９日から２９日にかけて、イタリアで２２カ国

４１チームが参加して開催された。日本選手団とし

て、高知県代表の中土佐ジュニア消防団から5人

が参加。消防の実技を取り入れたさまざまな競技

や国際交流イベントなどを通して、貴重な体験を

した。

●上ノ加江川の河川改修の進捗

　馬木橋から馬木淵橋周辺の河川右岸の堤防のか

さ上げ工事が完成している。今年度の計画は、馬

木淵橋上流の左岸堤防のかさ上げ及び付け替え河

道の一部に着手予定だ。

●幕別町との小学生交流研修事業

　８月７日から３泊４日の日程で幕別町の小学生

５・６年生１５人と教育長はじめ引率者４人が本町

を訪れ、たたき体験やパークゴルフなどで交流を

深めた。

減債基金などを活用し、健全な減債基金などを活用し、健全な

水準を維持する水準を維持する

公債費負担が一時的に増加公債費負担が一時的に増加

９月定例会で行政報告をする池田町長
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全会一致の議案

しました。私は、
私たちは、こんなことをしています。

≪各議員の出欠状況（令和６年７月～10月３日）≫

議員は何をしゆうが？

●８月　　 　

　９日 高岡郡高原畜産センター理事会（津野町／高西営農経済センター）

　23日 警察官友の会須崎支部定期総会（須崎市）

　26日 高知県町村議会議長会理事会（高知市／自治会館）

 町村議会議長研修会及び県政に対する意見交換会

 　　　　　　　　　　　　　（高知市／自治会館）

●９月　　 　

　３日 こうち人づくり広域連合監査（高知市／自治会館）

 高知県後期高齢者医療広域連合監査

　　　　　　　　　　（高知市／高知県保健衛生総合庁舎）

　８日 高陵消防連合会パークゴルフ大会

　21日 第35回土佐牛まるかじり大会（梼原町）

　24日 令和６年度四国四県町村長・議長大会（愛媛県／ＡＮＡクラウンプラザホテル松山）

　30日 高幡東部清掃組合議会定例会

 こうち人づくり広域連合との打合せ

 高知県町村会第９回特別委員会（高知市／自治会館）

●10月　　 　

　２日 高岡郡高原畜産センター通常総会（津野町／高西営農経済センター）

　　　　第35回なくせじん肺全国キャラバン【副議長】

四国四県町村長・議長大会（9月24日）

≪議長の主な活動状況（令和６年７月～10月３日）≫

●７月　　 　

　９日 北海道浦幌町議会視察受入（挨拶のみ）

　22日 四国横断自動車道総会、整備促進大会（四万十市／しまんとぴあ）

　23日 高幡広域市町村圏事務組合との打ち合わせ

　24日 高幡東部清掃組合臨時会議（梼原町／役場）

 高幡広域市町村圏事務組合定例会（梼原町／役場）

 高幡消防組合議会定例会（梼原町／役場）

　25日 高岡郡高原畜産センター監査
町村議会議長研修及び県政に対

する意見交換会で発言する中城

議長（８月26日）

【６月定例会第１回臨時会議　議案】 結果

議案第38号 令和６年度中土佐町一般会計補正予算（第２号）について 可決

【９月定例会　議案】 結果

議案第39号 高知県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 可決

議案第40号 中土佐町固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案第41号 中土佐町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可決

議案第42号 中土佐町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案第43号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例について 可決

議案第44号 中土佐町立美術館の設置及び管理に関する条例の全部を改正する条例について 可決

議案第45号 中土佐町立久礼小学校長寿命化改修工事（屋内運動場）請負契約の締結について 可決

議案第46号 財産の取得について（久礼小学校（北舎・屋内運動場）備品） 可決

議案第47号 令和６年度中土佐町一般会計補正予算（第３号）について 可決

議案第48号 令和６年度中土佐町農業集落排水事業会計補正予算（第１号）について 可決

議案第49号 令和６年度中土佐町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 可決

議案第50号 令和６年度中土佐町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 可決

議案第51号 令和６年度中土佐町簡易水道事業会計補正予算（第２号）について 可決

議案第52号 中土佐町立久礼小学校長寿命化改修工事請負変更契約の締結について 可決

議案第53号 令和６年度中土佐町一般会計補正予算（第４号）について 可決

認定第1号 令和５年度中土佐町各会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第2号 令和５年度中土佐町簡易水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 可決・認定

【９月定例会第１回臨時会議　議案】 結果

議案第54号 令和６年度中土佐町簡易水道事業会計補正予算（第３号）について 可決

議案第55号 令和６年度中土佐町一般会計補正予算（第５号）について 可決
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　21日 第35回土佐牛まるかじり大会（梼原町）

　24日 令和６年度四国四県町村長・議長大会（愛媛県／ＡＮＡクラウンプラザホテル松山）

　30日 高幡東部清掃組合議会定例会

 こうち人づくり広域連合との打合せ

 高知県町村会第９回特別委員会（高知市／自治会館）

●10月　　 　

　２日 高岡郡高原畜産センター通常総会（津野町／高西営農経済センター）

　　　　第35回なくせじん肺全国キャラバン【副議長】

四国四県町村長・議長大会（9月24日）

≪議長の主な活動状況（令和６年７月～10月３日）≫

●７月　　 　

　９日 北海道浦幌町議会視察受入（挨拶のみ）

　22日 四国横断自動車道総会、整備促進大会（四万十市／しまんとぴあ）

　23日 高幡広域市町村圏事務組合との打ち合わせ

　24日 高幡東部清掃組合臨時会議（梼原町／役場）

 高幡広域市町村圏事務組合定例会（梼原町／役場）

 高幡消防組合議会定例会（梼原町／役場）

　25日 高岡郡高原畜産センター監査
町村議会議長研修及び県政に対

する意見交換会で発言する中城

議長（８月26日）

　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　
　　日　付　・　会　議　等

窪
田
　
和
教

岡
　
伊
三
男

下
元
　
良
之

福
永
　
守
恭

金
子
　
裕
之

濵
田
　
和
昭

下
元
　
道
夫

山
本
　
建
生

中
野
　
大
地

佐
竹
　
敏
彦

高
橋
　
雄
造

中
城
　
重
則

7月3～5日 行政視察研修（山陰） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇

7月9日 議会広報広聴常任委員会 〇 　 〇 　 〇 〇 　 〇 〇 　 　 　

7月 11日 少子化対策特別委員会 　 〇 〇 　 〇 〇 　 　 〇 〇 　 　

7月16日 産業建設民生常任委員会 　 〇 〇 〇 〇 　 〇 　 　 〇 　 　

7月25日 議会広報広聴常任委員会 〇 　 〇 　 〇 〇 　 〇 〇 　 　 　

7月30日
高知県市町村議会議員研修会
（高知市／高知県立県民文化ホール）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ●

8月7日 総務教育常任委員会 〇 　 　 　 　 〇 　 〇 〇 　 〇 〇

8月8日
議会運営委員会 〇 　 〇 　 　 〇 　 　 　 〇 〇 　

６月定例会第１回臨時会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

8月21日
高幡町村議会議員研修会
（越知町／越知町民会館）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

8月23日 少子化対策特別委員会 　 〇 〇 　 〇 〇 　 　 〇 〇 　 　

9月3日 議会運営委員会 〇 　 〇 　 　 〇 　 　 　 〇 〇 　

9月5日

９月定例会通常会議（１日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

予算決算常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9月6日 予算決算常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9月10日
９月定例会通常会議（２日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議会広報広聴常任委員会 〇 　 〇 　 〇 〇 　 〇 〇 　 　 　

9月11日
９月定例会通常会議（３日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

総務教育常任委員会 〇 　 　 　 　 〇 　 〇 〇 　 〇 〇

9月13日

９月定例会通常会議（４日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

産業建設民生常任委員会 　 〇 〇 〇 〇 　 〇 　 　 〇 　 　

9月25日
令和６年度町村議会広報研修会
（東京都／ニッショーホール）

● 　 〇 　 〇 〇 　 ● 〇 　 　 　

10月1日 議会広報広聴常任委員会 〇 　 〇 　 〇 〇 　 〇 〇 　 　 　

10月3日

議会運営委員会 〇 　 〇 　 　 〇 　 　 　 〇 〇 　

６月定例会第１回臨時会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○・・・出席　　●・・・欠席　　　△・・・一部欠席　　／・・・所属委員等でない

※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。
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よ
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発
行
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高
知
県
中
土
佐
町
議
会
　
発
行
人
／
議
長
　
中
城
　
重
則
　
編
集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
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９
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３
０
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町
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電
話
（
０
８
８
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２

‒
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０
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直
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Ｆ
Ａ
Ｘ
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０
８
８
９
）
５
２

‒

４
８
５
０
（
直
通
）

き

や

ぶ

つ　
日
々
、
後
援
会
報
を
持
っ
て
町
内
全
域
を
一
軒
一
軒
訪
問

し
て
い
て
、
い
ろ
ん
な
声
を
伺
う
。
直
接
、
担
当
者
に
伝
え
る

も
の
も
あ
る
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
議
会
質
問
す
る
。

　
先
だ
っ
て
は
、
「
墓
じ
ま
い
」
に
関
係
す
る
相
談
を
受

け
、
少
子
化
、
人
口
減
少
に
伴
う
大
変
重
要
な
問
題
だ
と

思
い
提
起
し
た
。
回
っ
て
い
る
と
、
日
に
日
に
空
き
家
が

増
加
し
て
い
く
の
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
国
家
レ
ベ
ル

の
ど
う
し
よ
う
も
な
い
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
あ
る
我
が
国

の
人
口
。

　
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
が
黄
泉
の
国
で
い
さ
か
い
に

な
っ
た
際
、
イ
ザ
ナ
ミ
が
１
日
に
千
人
減
ら
す
と
言
う
と
、

イ
ザ
ナ
ギ
が
な
ら
ば
千
五
百
人
増
や
す
と
宣
わ
っ
た
。

「
古
事
記
」
に
あ
る
日
本
神
話
だ
。
人
口
の
根
拠
と
さ
れ

て
き
た
も
の
だ
が
、
現
在
で
は
霊
験
あ
ら
た
か
と
は
言
い

難
い
。

　
こ
の
ま
ま
だ
と
我
が
ま
ち
が
消
滅
す
る
。
イ
ザ
ナ
ミ
を

鎮
め
る
八
百
万
の
神
々
の
出
番
だ
、
が
。
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2

　中
土
佐
町
に
来
た
理

由
・
印
象
は
。

A
　
代
表
か
ら
上
ノ
加
江
集

学
校
の
立
ち
上
げ
を
打

診
さ
れ
、
昨
年
１
月
に

来
ま
し
た
。

　
　
食
べ
物
が
お
い
し
く
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
生
活

が
で
き
る
の
が
良
い
と

思
い
ま
す
。
お
酒
が
好

き
な
の
で
新
鮮
な
魚
を

食
べ
ら
れ
る
の
が
あ
り

が
た
い
で
す
。
近
所
の

方
に
も
優
し
く
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
し
、

と
て
も
過
ご
し
や
す
い

町
だ
と
思
い
ま
し
た
。

3

　上
ノ
加
江
集
学
校
は
何

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？

A

　Ｉ
Ｔ
を
通
じ
て
、
地
域

Ｄ
Ⅹ
化
の
手
助
け
や
、

町
で
暮
ら
し
て
い
る
方

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
の
ち
ょ
っ
と
し

た
使
い
方
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
他
に
も

町
内
の
小
中
学
校
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関

わ
る
授
業
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
地

方
で
も
、
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
く
Ⅰ
Ｔ
を
学
べ

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

も
目
標
の
一
つ
で
す
。

4

　集
学
校
の
意
気
込
み
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

A

　特
別
な
用
事
が
無
く
て

も
ふ
ら
っ
と
遊
び
に
来

れ
る
場
所
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず

は
日
々
の
活
動
や
相
談

で
き
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
あ
と
は

小
規
模
で
も
、
も
う
少

し
イ
ベ
ン
ト
を
や
れ
た

ら
な
と
は
考
え
て
い
ま

す
。
集
学
校
の
活
動
を

通
し
て
結
果
的
に
上
ノ

加
江
や
中
土
佐
町
に
住

ん
で
い
る
み
ん
な
の
手

助
け
に
な
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（
今
号
の
表
紙
）

　今
年
度
の
「
議
会
だ
よ
り
」

の
表
紙
写
真
の
テ
ー
マ
は

「
町
で
が
ん
ば
る
人
た
ち
」
で

す
。
今
回
は
上
ノ
加
江
集
学

校
を
取
り
上
げ
ま
す
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

　
上
ノ
加
江
集
学
校
で
地
域

の
Ｄ
Ｘ
化
の
手
助
け
な
ど
を

し
て
い
る
、
上
ノ
加
江
在
住

の
保
立
伊
吹
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　1

　ご
出
身
は
。

A

　神
奈
川
県
の
藤
沢
市
で

す
。
湘
南
と
呼
ば
れ
る

地
域
に
あ
り
、
中
土
佐

町
と
同
様
に
海
に
面
し

て
い
ま
す
。

よ
　
み

く
に

の
た
ま

写真はいずれも上ノ加江小学校での出前授業の様子


